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産業社会と企業⑬～⑭ 市場経済と国際関係：南北問題と世界平和 

 

 

【テーマ】 

①市場経済の拡大とともに世界的な格差は拡大。なぜか？ 

②市場経済の拡大は「戦争と平和」にどのような影響を及ぼしたのか？ 

 

 

【１】資本主義世界経済の誕生 

（１）多極的なシステムから一極的なシステムへ 

 

 

 

 

 

（２）資本主義世界経済の特徴 

 

 

 

 

 

 

（３）イギリスのインド支配 

＊工業製品市場、食糧・原料供給地としての 

インド開発 

 

 

 

 

 

 

【２】資本主義世界経済の内部抗争：帝国主義の時代 

（１）19世紀第４・四半期の大変化 

 

 

 

 

 

（２）大変化の社会経済的背景 
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（３）帝国主義の階層性とその

結末 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３】パックス・アメリカーナ：現代帝国主義 

（１）第二次大戦後の構造変動 

 

 

 

 

 

（２）米国の世界戦略 

 

 

 

 

 

 

（３）現代の南北問題：多国籍アグリビジネス 

 

 

 

 

 

 

【４】おわりに：アメリカの衰退とＴＰＰ（環太平洋パートナーシップ協定） 
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※関連文献 

①木谷勤『帝国主義と世界の一体化』山川出版社（1997） 

・資本主義世界経済の成立、そして帝国主義の形成とともに人類の生活はどう変

わったのか？ 小冊子ながら多面的に論じている。 

②吉岡昭彦『インドとイギリス』岩波新書（1975） 

・イギリスのインド支配の内実・影響を多面的に論じた古典 

③レーニン『帝国主義論』光文社古典新訳文庫（2006） 

・読みやすい新訳。解説はレーニンの革命戦略との関係やその誤りを議論。 

 

④渡辺治『現代日本の帝国主義化』大月書店（1996） 

・パックス・アメリカーナの盛衰と戦後日本の政治経済構造について、その関連

を追究したもの。近年の自衛隊国際派兵や改憲論の盛り上がりの背景には日本経

済のグローバル化があると論じられている。 

⑤酒井啓子『イラクとアメリカ』岩波新書（2002） 

・中東情勢を論じるには欧米の世界（資源）戦略に注目することが不可欠である。

本書はフセイン政権成立の背景にアメリカが大きな役割を果たしていたことを教

えてくれる。 

 

⑥鶴見良行『バナナと日本人』岩波新書（1982） 

⑦辻村英之『おいしいコーヒーの経済論』太田出版（2009）  

・身近な食材を事例に、南北問題を具体的に議論した一冊。 

 

⑧孫崎享『戦後史の正体』創元社（2012） 

⑨白井聡『永続敗戦論』太田出版（2013） 

・⑧は「米国からの圧力」という観点から整理した政治史。⑨は戦後日本の核心

を「アジアへの敗北の否認と米国への盲従」と説き、それがもう破綻に瀕してい

ると主張する。いずれも気鋭の著者が読者を挑発する作品。 
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